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　酸化反応を含むプロセスは全化学プロセス

の30%に達すると言われ、高分子合成と並ん

で工業的に最重要であるが、環境を汚染しや

すいプロセスでもある。特に精密化学品や医

薬品の製造過程では、多様な官能基を有する

化合物の選択酸化が求められるため、ハロゲ

ンや重金属を用いる方法など、いまだに環境

に大きな負荷をかける酸化法が使用されてい

る。それらの化学品は一品種あたりの生産量

は小さいが、種類が極めて多く、結果として

その製造過程から発生する廃棄物の総量は、

石油化学関連産業全体の廃棄物の50%以上を

占めると見積もられている。

　我々は過酸化水素水の酸化剤としての潜在

的な能力に着目し、有機溶媒を用いない環境

に優しい選択酸化技術の開発を行ってきた。

低濃度の過酸化水素水は消毒薬オキシドール

やコンタクトレンズの洗浄剤として市販さ

れ、また無機化合物と組み合わせて固体化し

たものは非塩素系漂白剤や洗濯槽クリーナー

などとして、我々の身の回りで広く使われて

いる。過酸化水素は反応後に水以外の副生成

物を生じないクリーンな酸化剤であるが、そ

れ自身の酸化力は弱く、石油化学由来の様々

な化合物を酸化するためには何らかの活性化

が必要である。我々は、過酸化水素水の酸化

力を飛躍的に向上させるいくつかの新しい触

媒を発見した（図）。アミノメチルホスホン酸

と四級アンモニウム硫酸水素塩とタングステ

ン酸ナトリウムの組み合わせ（エポキシ化）、

高分子スルホン酸（ジオール化）、0価白金化合

物（アリルアルコール類の酸化）など、触媒と

して働く化合物は目的とする変換反応ごとに

異なる。我々は独自の反応設計の考え方に基

づいて、それぞれ世界最高活性を示す触媒を

見出してきた。その結果、目的物が100%近い

収率および選択率で得られ、有機溶媒を全く

必要とせず、水以外の副生成物が出ないク

リーンな酸化反応を開発することができた。

　現在、過酸化水素の製造価格は100%濃度換

算で80円/kg以下であり、さらに安価な製造

法の開発に向けての研究が盛んである。過酸

化水素酸化は最近になってプロピレンオキシ

ド等の基礎化学品製造にも用いられ始めてい

るが、より製品価格の高い精密化学品や医薬

品・電子材料製造分野での酸化に係わるコア

技術として、今後の進展が大いに期待され

る。なお、我々の開発した30%過酸化水素水

を用いるアジピン酸の合成、ベンジルアル

コールから安息香酸の合成、環状ケトンから

ジカルボン酸の合成は、国内外の多数の大学

等のカリキュラムで実施されており、教育を

通じたグリーンケミストリーの啓蒙に貢献し

ている。
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